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ニ 

(

六
〇
八)

比
較
経
済
史
学
と
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義.

中

村

勝

己

わ
が
国
に
は
昭
和
初
期
以
来
日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
一
連
の
論
争
が
あ
っ
た
。
ご
の
論
争
は「

日
本
資
本
主
義 

論
争」

.と
よ
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
争
が
政
治
情
勢
か
ら
不
可
能
と
な
っ
た
^
、
そ
の
^
長
線
上
'に
.西
洋
経
済
史
学
界
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る「

tf
c 

較
経
済
史」

的
研
究
が
あ
ら
わ
れ
て
来
た
。
こ
れ
は
日
本
資
本
主
義
の
特
質
を
、
欧
米
資
本
主
義
と
比
較
し
、
い
わ
ば
そ
の
g

n
M '
•
に
よ
っ
て 

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

.
た

。

す
な
わ
ち
、
西
ョー
口
ッ
パ
お
よ
び
ァ
メ
リ
力
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
自
己
の
^
:^'
か
ル
^'
^'
に
よ
.
 

っ.て
封
建
制
を
打
倒
し
て
発
展
す
る
古
典
的
な
型
に
対
し
て
、
東
ョ
ー
ロ
.ッ
パ
や
日
本
の
よ
う
な
、：
先
進
国
か
ら
の
衝
撃
に
よ
っ
て
封
建
的
要
素 

を
維
持
温
存
し
な
が
ら
近
代
化
を
進
め
て
い
っ
た
諸
国
の
資
本
主
義
の
特
質
を
解
明
し
、
そ
の
备
か
な
い
し
於
ル
の
由
来
•
条
件
を
あ
き
ら
か
に 

し
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
，I
。
 

. 

. 

. 

.

.

こ
の
よ
う
な
比
較
経
済
史
的
研
究
の
最
も
集
中
し
た
領
域
は
、
ィ
ギ
リ
ス

•
フ
ラ
ン
ス.
，
ド
ィ
ッ
の
一
.一
一
国
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
\
ら
三 

国
に
お
け
る
経
済
史
学
の
水
準
の
高
さ
と
、
.わ
が
国
の
女
化
輸
入
径
路
.

(
=

留
学
先)

に
関
連
し
て
い
る
。
し
か
し
比
較
経
済
史
の
研
究
の
対
象
が

こ
れ
ら
三
国
に
限
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
し
、
日
本
近
代
化
と
の
関
連
で
.い
え
ば
、
：
む
し
ろ
後
進
資
本
主
義
国
と
の
比
較
研
究
が
極
め
て 

遠
要
な
意
義
.を
.も
つ
で
あ
ろ
う
。

. 

.

.

.
：

「

比
較
経
済
史
学」

は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

'

B

:
複
雑
多
様
な
経
済
現
象
を
、
単
な
る
偶
然
や
、
.個
別
粑
な
.い
し
多
元
性
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
な
く
、
比
較
史
の
座
標
軸
に
お
い
て
と
ら
え
だ 

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
、
又
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
優
れ
た
業
績
を
う
み
出
し
た
。
各
国
の
封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
移
行
の
多
様
性
を
認
め
.
 

つ
つ
も
、
こ
れ
を
単
な
る
自
然
的
，
民
族
的
条
件
に
帰
す
る
こ
と
な
く
、
す
ぐ
れ
て
構
造
的
に
、：
昏
^1

的

に

、：

把

握

し

(

M
。.
.こ
の
場
合
、

社
会 

科
学
の
逍
産
と
し
て
ス
ト
'ッ
ク
さ
れ
.て
い
る
既
存
の「

法
則」

「

理
論」

の
歴
史
的「

•
.研
究
史
的
制
約
を
.あ
き
ら
か
に
し
、

こ

の「

法
則」

「

理 

論」

を
、
発
展
す
，る
研
究
水
準
と
.た
え
ず
結
合
し
な
お
し
、
.か
く
す
.る
こ
と
に
よ
っ
て
.「

法
則」

.

「

li
SA
.ln
u」

を
ば
弾
力
約
.な
も
の
と
し
て
う
ナ
と

(

4)

っ
た
。
た
と
え
ば
マ
ッ
ク
ス
•
ゥ
ェ
丨
バ
ー
に
お
け
る「

経
済
社
会
学」

の
.も
.つ
弱
み
の
間
題
.の
ご
と
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
：「

理
論」

足
立
者
が
卓 

越
し
て
い
れ
ば
い
る
程
、
彼
べ
の
傾
倒
が
犬
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、.
方

法

的

*
紀
か
^
の
ダ
解
放」

が
と
り
わ
け
必
要
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

.

㈡

近
代
に
固
有
の
資
本
主
義
と
、
擬

似

「

資
本
主
義」

と
を
峻
別
し
、
擬

似

「

資
本
主
義」

を
批
判
す
る
座
標
軸
を
う
る
こ
と
を
可
能
な
ら 

し
め
た
。
す
な
わ
ち
、
産
業
資
本
、「

合
理
的
労
働
組
織
を
も
っ
た」

資
本
主
義
、
.

「

向
上
す
べ
く
努
力
し
つ
つ
あ
る
産
業
的
中
産
層」

(

ゥK

丨
、、ハ
 

丨)

、「

中
産
お
よ
び
下
層
階
級middling a

n
d

 inferior stationsof 

&
^

」
(

ス
ミ
ス)

と
、「

古

代

資

本

主

義

」
「

中

世

資

本

主

義

」
「

戦

争
靖 

負

的
.
国
庫
請
負
的

.
鄉
用
商
人
的

.〔

初
期〕

独
占
的

.
植
民
地
企
業
的
：.，
冒

險

商

人

的

」

資

本

主
_
 (

ゥ
ヱ
丨
バ
■

、「

上
層
階
^

superior 

gtations of 

life 」 

(

ス
ミ
，ス)

、
こ

の「

ニ
種
の
資
本
主
義
的
行
動
の
対
立」

.(

ゥ
ェ
ー
バ
ー)

と
決
済
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
資
本
主
義
の「

rf
造
的 

特
質」

「

国
民
的
類
型」

は
決
ま
る
と
し
た
。
か
く
て
、「

近
代
化」

「

産

.

(
H
)

業
化」

の
降
^'
咖

.
か

4

_

.«'

.
於
於
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ■ 

て
、
真
契
の
近
代
と
は
狗
か
を
明
ら
か
.に
し
た
0
 

㈢

さ
ら
に
、
近
代
化
を
自
己
の
内
部
か
ら
必
然
的
.に
推
進
す
る
条
件
は
、「

貨
幣
経
済」

：

「

商
品
生
産」

一

般

で

も「

領
主
商
人
的
貨
幣
経
済」 

比
較
経
済
史
学
と
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義 

一

三(

六
〇
t)I
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1!!
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一

四

(

六
1

0)

で

も

仲

継

蓮

•
高
利
貸
で
も
な
く
、
；局
地
内
分
業
を
起
点
と
ず
る
、
農
民
的
貨
幣
経
済」

の

震

で

.あ
る

、

と
し
た
。

r〔

£

ff
f
i
'
A'
か〕

貨
幣 

.

経
済」
0
う
ち
に
近
代
化
の
推
進
力
を
見
出
す
ド
ィ
ッ
歴
史
学
派
へQ

批
判
は
、
.
こ
の
理
論
を
継
承
す
る
日
本
の
学
界
と
日
本
社
会
へ
の
批
判
で 

, 

• 

■
 

■ 

■■■
-.. 

へ
 

,
 

,
 

.
 

fe
こ
う
し
た
爸
味

で

経

史

像

を

ち

#:
'
^'
.

n
^'
r'
.
ぬ
す
る
方
法
を
定
着
さ
せ
た
0
-そ
の
自
覚
の
原
点
は
、「

国
家
理
由」

に
よ
り 

お
沈
め
ら
れ
た
被
の
内
面
的
良
心
、
.こ

の
上
に
立
ち
.、
.こ
れ
を
媒
介
と
す
る
人
間
の
社
会
的
経
済
的
解
放
で
あ
る
。
か
の
旧
き
日
本
人
の
精
神
構 

造
‘
伽
値
体
系
お
よ
び
そ
れ
に
支
え
ら
れ
る
社
会
経
済
体
制
.へ
の
..„

あ
る
。

i>
M>」

の
問
題
がt

：

に
，
と
り
あ
げ
ら
.れ
る
の
は
、

ア
ニ
ミ
ズ 

ム
的

•
ア
ジ
ア
的

•
.封
建
的
要
因
が
、
.超
近
代
的
日
本
社
会
お
よ
び
日
本
人
の
精
神
構
造
に
絡
み
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
H
 

造

的

.
多
d

拝
的
文
化
の
構
&
化
に
関
心
を
抱
く
者
に
と
っ
.て
、「

封
建
制
が
ら
資
本
制
へ
.の
移
行」

は
研
究
の
単
な
るj 

J

に
と
ど
ま
る 

.も
の
で
は
な
、

近
代
社
会
の
担
い
手
、
近
代
生
産
力
の
主
体
的
条
件
の
塵
、
あ
る
い
は
総
じ
て
、

於
レi

社
会
；

駝

に

お

け

る

主
体
の 

問

題

「

近
代
化
の
人
間
的
基
礎」

が
と
り
あ
げ
ら
れ
、「

家
教
改
革
と
近
代
社
会」

が
論
ぜ
ら
れ
る
の
は「

^

奶

パ」

か

ら「

^

妨

が

へ
 

の
自
己
変
革

I

遍
的
靜
il
'
の
謹
を
念
ず
る
が
ゆ
え
で
ん
る
。
土
着
主
義
な
い
し
多
元
論
の
側
か
ら
比
較
経
済
史
学
に
対
し
て
屢
々
M '
貧
 

休

的

西

ョU

ゾv

を
典
型
と
み
理
紙
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
が
と
い
う
批
.判
が
投
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
正
当
で
は
な 

ぃ，

し
か
し
雪
は
そ
こ
に

、
' 旧
日
本
へ
の
批
判
の
手
が
か
り
と
し
て
、
西
ョ
丨
ロ
ッ
。ハ(

西

T
. ロ
ッ
パ
文
化
の
阵
乾
f

ミ

ヒ

)

が

11
'
齔
 

化
さ
れ
て
和
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
め
勝
を
よ
み
と
る
も
の
で
あ
だ
。

次
に
こ
う
し
た
比
較
史
的
観
点
が
ら
ア
乂
リ
カ
資
本
主
義
の
構
造
的
特
質
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

I

I

 

I、

靈

辑

I

「

择
済
史
学

■
大
塚
久
雄「

比
較
経
済
史
学
と
い
う
こ
とー

西
洋
経
済
史
靈
の
組
み
立
て
に
関
連
し
て—

」
(「

図
書」

一
九
六
〇
年
八
月
号)

「

講
座」

I

、
緒
言
。

(

彳
高
搭
幸
八

3
「

近
代
社
会
成
立
史
論

」

第
一
篇
。

「

講
座

」
S

、

况

。

丸

山

真

男

.
！•
座

談

会

丨

霞

の

意

識

欠

く

日

本

の

S
想」

( 「

一

橋

新

聞

」

、

て
 

广
四
年
七
月
一
五
日
号)

。
 

' 

■ 

,

.

.

(

4「)

1
丸
ヒ
山
1

,

.飯
塚
浩
ニ
.
川
島
武
宣
.
大
塚
久
雄
.
.野
田
良
之
.
中
村
哲「

新
学
I

 ( 「

潮
流」

第
-1

巻
第
一
号
、
一
九
四
七
年一

月)

。
大
塚
久
■雄

h

済

豪

の

課

題

と

視

角

」
(「

一
橋
新
聞」

一
九
六
〇
年
一
一
月
三
〇
日
号)

。「

講
座」

I

V

緒

言

、

特

に

一

一

頁

注

⑶

、

一

九
頁
注

⑵

。

大
塚
久
雄
•
上
山

へ

ず

て
龙
談「

產
の
診
断」

( 「

思
想
の
科
学」

第
一
三
号
、
一
九
六
〇
年
一
月)

ニ
一 
頁
。
大
塚
久
雄「

社
会
科
学
の
方
法」

九
四
頁
。

(

5)

大
塚
久
雄「

社
名
科
学
の
方
法」

四
六
頁
。

w

HJ
T
f編「

「

大
塚
久
雄
著
作
ノ
-
ト」

(

雪
新
聞
社
刊)

参
照
。
内
村
鑑
予
矢
内
原
忠
于
大
塚
久
雄
と
い
う
思
想
系
譜
に
注
目
I

。

7(

i 
一
 

Irr
l
l
f切 
一
の
業
續
：

；

三

つ

の

疑

問

」
( 「

一
橋
新
聞」

一
九
六
〇
年
九
月
一
〇
日
号)

に
対
し
て
大
塚
氏
は「

経
済
泰
の
課
題
と
視
角」 

u

f r
”

一0

1)

に
お
ぃ
て
、「

封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行」

は
産
業
革
命
以
降
や
最
新
型
の
独
占
の
研
究
むi

ざ
 

大
.

^

Iさ
れ

ね

.

^

ら

ぬ

と

さ

れ

.
「『

移
行』

は
す
ぐ
れ
て
経
済
史
家
に
課
せ
ら
れ
た
独
自
の
問
題
分
野
と
し
て
、
い
ま
ま
で
優
先
的
に
取
り
扱
わ
き

:

:

nで
:r

s
s

i
H

r

だ
っ
た」

と
さ
れ
て
ぃ
る
。
問
題
は

i

f

段
階
的
発
I

I

い
K

」

の
抽
出
に
止
ま

(

s
i浑
u

i

。

パ
を
I

と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
大
塚
氏
の
弁
明
に
も
拘
ら
ず
、
繰
返
し
繰
返
し
こ
の
種
の
反
撥
が
出
て
来
る
の
は
、
た
と
え 

ぴ

さ

^ 4
バ

; 1
ら

! |
5 «
。の
根
5
か
4

?

$
。、
潢

大

塚

氏

が

「

近
代
的
人
間
類
型」

の
i

f

き
、
m

i

日
本
.？

フ
-才
ル
マ
ッ
ィ
オ
ン
の
„

ど
の
ょ
う
な
も
の
で
ぁ
る
の
か
が
明
ら
か
に
美
る
な
ら
ば
、「

大
塚
史
学」 

に
欠
す
る
擬
似
同
I

は
な
く
な
る
で
I

.

う
。
元
来「

太

霊

学」

の
墨
的
立
場
は
学
界
に
多
数
を
占
め
る
ょ

う

な

も

の

で

は

な

い

の

で

あ

る

。

封

•
藤&

若

雄「

混
迷
と
頹
廃
の
な
か
か
ら」

(

み
す
ず
書
房
刊)

の
ご
と
き
を
参
照
。

ァ
メ
リ
力
資
本
主
I

、
資
本
主
I

中
I

も
典
型
的
I

本

義

.で
f

、
先
行
I

I

I

係
に
ょ
o'

て
I

さ
れ
t

と
が
最
も

. 

少
な
く
、
い
わ

ば「

近
代」

を
純
粋
培
養
し
開
花
せ
し
め
た
も
の
と
さ
れ
、
.

「

資
本
主
義
の
最
新
版」

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
皇

の

母

胎

た 

る

ヨ

ロ
.'
 

ノ

と
の

関
係
お
ょ
び
ア
メ
リ
カ

P

体
の
内
窗
に

、

ア
メ
リ
カ

資
本
主
義
の
発
展
に
阻
害
的
に
作
用
す
る

要
因
が
な
か
つ
た

と

は

い
え 

比
較
経
済
史
学
と
ア
メ
リ
カ

資
本
主
義 

■ 

一
五

(

六

ニ

•



'

;
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1

六

(

六 
一
二〕

.

.
 

，な
い
。
以
下
に
お
い
て
こ
の
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
典
型
的
発
展
を
可
能
な
ら
し
..め、
特
徴
づ
け
た
諸
要
因
は
何
で
あ
り
、
阻
止
的
に
作
用
し
た 

要
因
は
何
で
あ
ら
た
か
■を
検
則
し
て
み
よ
う
。

.

1
七
、

ー
八
批
紀
の
ア
メ
リ
カ
経
済
を
、
外
^'
的
な
商
品
経
済
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
の
視
野
に
ま
ず
う
つ
る
の
は
、
南
部 

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
と
中
•
北
部
商
業
資
本
の
は
な
ば
な
し
い
.活
動
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
以
下
に
商
品
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
+'
地
制
^' 

の
而
カ
ら
考
察
し
て
み
.よ
う
0

ア
メ
リ
カ
南
部
に
は
い
わ
ゆ
る「

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン」

と
呼
ば
れ
る
奴
課
制
大
農
場
が
あ
っ
た
。
こ
の
大
農
場
は
植
民
地
時
代
に
は
イ
ギ
リ

ス
寧
M
主
義
体
制
に
組
込
ま
れ
て
単
一
商
品
作
物
、(

た
と
え
ば
タ
バ
コ
•藍
•
米)

を
生
産
し
て
.
'い
た
。
こ
の
よ
う
な
大
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
が
成

立
す
る
た
め
に
は
、
大
土
地
所
有
を
可
能
な
ら
し
め
る
よ
う
な
土
地
払
下
制
度
と
不
自
曲
労
働
カ
と
が
必
要
で
あ
る
。
移
住
労
働
力
一
名
当
た
り

一
定
丽
積
の
土
地
を
払
下
げ
る
.「

人
頭
権
制^

a
d
r
i
g
h
t

 

system
」

の
濫
用
と
、
資
金
さ
え
あ
れ
ば
い
く
ら
で
も
土
地
を
購
入
出
来
る「

売
却

制」

と
が
大
土
地
所
有
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
白
人
不
自

F1
-
I労
働
力
の
供
給
は
契
約
奉
公
人
制
又
は
身
請
渡
航
制
に
よ
っ
た
。
一
七
此
紀
末
に
黒
人 

.

.
 

.

.
 

-

:

.

■

奴
隸
ベ
切
換
え
ら
れ
た
後
の
奴
隸
購
入
資
金
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
信
用
に
よ
っ
.た

.0
独
立
後
の
南
部
農
業
は
棉
作
に
転
換
し
た
。
こ
の
棉
花
は
産

業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
の
ラ
ン
力
シ
ャ
綿
エ
場
に
原
料
と
し
て
売
却
さ
れ
た
。'
南
北
戦
争
前
の
南
部
経
済
は
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
の
為
の

原
料
供
給
地•

製
品
市
場
と
し
て
，
-経
済
的
植
民
地
の
地
位
.に
お
か
れ
、プ
ラ
シ
タ
ー
お
よ
び.
棉
花
商
人
は
ナ
ダ
ム.
ス
ミ
ス
'に
依
拠
し
て
後
進
国

に
特
有
の
由
由
貿
易
論
を
唱
え
た
。
南
部
都
市
は
ブ
ラ
ン
タ
ー
居
住
地
•
政
治
的
中
心
地

•
棉
花
輸
出
港
で
あ
る
と
共
に
イ
ギ
リ
.ス
工
業
製
品
輸

入
港
で
あ
り
、
こ
こ
を
通
じ
て
流
入
す
る
イ
ギ
リ
：ス
エ
業
製
品
の
波
に
.よ
っ
て
、
内
陸
小
都
市
の
工
業
は
一
八
一
五
年
以
降
一
掃
さ
れ
た
。

ア
メ

リ
カ
南
部
農
業
が
イ
ギ
リ
ス
綿
業
と
結
び
つ
い
て
K
T
プ
ル
生
産
に
傾
学
る
に
つ
れV

、

イ
ギ
リ
ス
盡
力
と
補
完
関
係
に
立
つ
工
業
以
外

は
、
さ
さ
や
か
な
土
着
の
工
業
さ
え
、
む
し
り
と
ら
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
南
部
自
体
に
工
業
を
あ
ら
た
に
興
そ
う
と
す
る
努
力

も
見
ら
れ
な
か
つ
た
わ
け
で
は
な
い
。
.
一
八
三
0
年
代
以
降
ゥ
ィ
リ
ァ
ム
'-
'
グ
レ
ッ
グ
ら
に
ょ
っ
て
南
部
に
大
規
模
な
綿
ェ
場
を
設
立
し
ょ
ぅ
と

す
る
試
み
が
見
ら
れ
た
T

ブ
ロ
丨
ダ
ス
：

、
ツ
チH

ル
の
い
わ
ゆ
る「

南
部
の
崖
革
命」 )

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
綿
工
場
の
設
立
者
は
大
プ
ラ
ン
タ 

ネ
ネ
P

人
で.

^

ク
の
設
立
へ
j
関
心
は
綿
花
市
況
が
惡
化
し
た
時
に
た
か
ま
り
、
好
況
期
に
は
低

下

し

た

。

綿
工
場
内
部
の
労
動
力 

は
、
少
数
の
白
人
熟
練
工
を
除
け
ば
、.
象

ガ

」

か
黒
奴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
南
部
綿
工
業
が
、
実
は
ブ
ラ
シ
I

ヨ
ン
1

と

深
;

 ̂

士
的
に
絡
み
あ
っ
て
お
り
、
そ
の
補
完
物
i

t

」

l

示
し
て
い
る
。
：
そ
れ
ゆ
え
に
、
と
の
よ
う
な
綿
ヱ

業

は

ど
の
よ
う
に
発

展

し

て

も

、
 

そ
こ
に
南
農
隸
制
を
破
棄
す
る
内
部
必
然
性
を
期
待
す
る
ご
と
は
粜
な
い
で
あ
■ろ
う
。
奴
識
制
が
北
部
の
讓
資
本
に
む
っ
て
打
倒
さ
れ
ヒ 

こ
と
U

の
こ
と
を
，U

し
て
I

る
。
但
し
、
南
北
戦
争
に
よ
る
奴
課
解
放
は
、
+

分

な

象

.
艺
を
も
た
ら
す
条
件
を
欠
い
た
ま

ま

に

行
な 

わ
れ
た
た
め
に
、
'.身
分
的
解
放
は
経
済
的
解
放
を
齎
さ
ず

、

か

え

っ

て

奴

隸

を

黯

益

！<-
の
地
位
に
再
び
転
落
せ
し
め
る
こ
と
と
な
？
た
。
今 

日
黒
人
問
題
が
ア
メ
リ
カ
の
政
治
上
の
大
問
題
.
と
し
て
遺
さ
れ
て.
い
る
の
は
、
こ
こ
に
由
来
す
る
と
い
っ
.て
よ
い

だ

ろ

う

。

.

.
(

ペ
ン
シ.
ル
ヴH

ィ
ニ
ア
、.
ニ
ユ
！

ヨ
丨
ク
な
ど)

で
は
驚
地
時
代
以
来
特
異
な
土
地
制
度
が
見
ら.
れ
た
。.ペ
ン
シ
ル
ヴ
ヱ
イ
ニ
ア
の
私 

,

■

領

主

制

！

I

I

、
ニ
ユ
！

ヨ
丨
グ
の
荘
園
制
度

I

が
そ
れ
で
あ
る
。

ニ.H
!

ヨ
丨
ク
に
は
.オ
ラ
ン
ダ
西
印
度
会
社
時

代

に

「

パ 

.

I 
ノ 

'ンp
a

t
in

化」

と
し
う
半
蓮
的
植
民
地
地
主
制
が
見
ら
れ
た
。、
イ
ギ
リ
ス
領
時
代
に
な
.っ
て
も
こ
れ
ら
の
パ
ト
ル

1

ン
領
は
安
堵
せ 

ら
れ
た
だ
け
で
な.
く
'
新

た

に「

マ
ナ
丨

制」

が
う.
ち
出
さ
れ
て
行
っ
た
。.
こ
れ
ら
の
ニ.
f
 
•
ヨ
I

ク
地
主
制
は
、
た
ぇ
ず
ニ 
r

r
ィ
ン
グ 

ラ
ン
ド
f

由
土
地
所
有
の
I

と
滲
透
を
う
け
て
い
た
が
、
そ

の

湛

のj  
f

独
立
戦
争
期
に
丢
兄
派
財
産
と
し
て
没
収
さ
れ
、
競

売

こ
 

ふ
f

f

し
力
し
I

ヮ
の.
^
果
ヵ
ニ
ユ
I
.

ヨ-

ク
の
土
地
麗
を.
、どe

震

屋

化

し

た

か

は

、
農
民
■の.
社
会
経
済
的
地
位
"
農
民
的
貨
幣 

経
済
の
展
麗
に
よ
っ
た
。
.

パ
ト
ル
I

ン
的
.
マ
ナ
丨
的
f

歇

影

，

1 :
1

 
ニ 

r
 ,

ヨ
丨
ク
市
お
よ
び
そ

の

霞

で

は

、
没
収

多
く
；̂
主

•.商
人
ら
上
層
市
民
の
手
に
入
っ
た

が

、

.

農
民
が
繁
栄
し
て
い
る
地
域
で
は
、
農

民

が

か

な

り

の

没

収

財
産
を
入

手

し

た

。

一

 

ノ
ニ0

年
ィ
f

入
る
と
ノ
ト
ス
ン
河
流
域
の
.
マ
ナ
-

で
.は
.

エ
.リ

運

河

麗

に

よ

る

廉

い

齡

麗

馨

の
競

争

に

よ

っ

て

地

代

を

支

払

え

な

く 

.

な
っ
.

1

民
？

.
挨
が
続
発
し
'
 

,
」

う

し

て

中

部

は

基

本

的

I

 

ニ
ユ

!

•

イ

ン

比
較
経
济
史
学
と
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
. 

.

• 

一
 
七

(

六i 

.

三)



ぞ
マ
ン
' 

ト
型
0.
.自
由
土
地
所
有
に
次
第
に
接
近
し〕

て
待
0
:
た

1;
'

?

r
j
.
i
'
.
f

I
*'
"

:
.3
;

:
vダ
や
。へ
.ン
シ
ル
ヴ
ェ
4
二
ァ
の
.
西
部
で
.は
大
規
模
な
土
地
投
機
資 

本
が
把
數
に
敗
^

農
民
に
よ
？
て
.
駆

遂

さ

托

；て
.
疗
っ
た
'
。

.
，

R

 

メ
リ
ヵ
€)
:

バ
：
屮

ミ̂

ガ
ム
.
と
よ
ば
'
れ
た
1:
0

‘
'ッ
.
ッ
バ
'
—

^
地
方
の
.
鉄
エ
業
*.炭
鉱
業
の 

狢
展
も
，
ー
土
地
投
機
資
本
：の
崩
壞
：を
前
提
と
し
て
：.い
_
る

。

'」

.

.

:

..'
パ

、
北
哿
=

I
I
.

ユ
I
 

•イ
ン
ク
ラ
ン
ド
に
は
.「

タ
ウ
ゾ

•

:

シ
ス
.
テ
-̂

ŵ
n
l
s
y
s
t
e

-'3
」

と
い
う
固
有
の
土
地
制
度
が
見
ら
ft
:
こ
。

1

ヒ
世
己
•
の
-
ユ
 

丨
.

，
イ
ン
グ
ラ
.
ン
.
ド
.
の
.
.タ
ウ
ン
に
は
ほ
ぼ
平
等
な
自
由
土
地
所
有
制
と
、
西
ョ
ー
ロ
ッ
パ
農
村
と
類
似
し
た
開
放
耕
地
制
に
と
も
な
う
耕
地
混 

在

，
f

fr

弨
沏
と
厳
格
な
共
同
体
規
制
と
.
が
見
ら
れ
た
。：
し
か
し
は
や
く
.も
一
七
世
紀
後
半
以
降
先
進
地
域
の
タ
.
ウ

ン
の
内
部
に
は
土
地
所
有
の 

分
化
が
見
ら
.れ
、.
共
同
体
規
制
の
弛
緩
.

(

土
地
売
買
の
自
由
、
耕
作
の
自
由)

が
あ
ら
わ
れ
て
，来
た
。

一
八
世
紀
半
ば
以
降
-一
ュ
ー

•.イ
ン
グ
ラ
ン 

ト
西
-

M
の
P

陸
に
設
立
さ
れ
た「

，
タ
ウ
ン」

で
は
、
当
初
か
ら
不
在
投
機
的
所
有
の
比
重
が
高
く
、
共
同
体
規
.制

が

弱

か

っ

た

た

め

、
'
そ

の

解 

体
は
容
易
.
で
あ
っ
.
た
。
こ
の
よ
う
に
植
民
地
時
代
末
期
に
既
に
崩
壊
の
兆
し
を
み
せ
つ
つ
あ
づ
た

タ
ウ
シ
ば

、

独
立
戦
争
期
の
荒
廃
お
よ
び
ハ
ミ 

ル
ト
ン
財
政
政
策
の
強
行
に
よ
っ
て
急
速
.に
分
解
し
、
更
に
一
八
ニ
〇
年
代
.
の

終

り

.か

ら

の

西

部

農

業

の

競

争

に

よ

っ
て
決
定
的
に
解
体
す
る
に
. 

い
た
っ
た
。
パ
ブ
ス
ト
女
史
に
よ
れ
ば
、

一
八
ニ
〇
年
頃
ま
で
比
較
的
均
質
だ
っ
た
二
ュ
ー
•

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
農
村
は
、
没
落
し
て
行
く
&
陵
タ 

ウ

ン
J

l

ecv
o

w

n

s、
近
郊
農
業
お
よ
び
工
業
原
料
生
産
に
転
化
し
た
低
地
農
業
タ
ウ
ンl

o
w
l
a
n
d

 

t
o
w
n
s
、

'丘
陵
地
•

河
川
流
域
の
水
W

地
を
利 

用
し
て
資
本
主
義
的
工
業
を
営
む
工
業
タ
ウ
ンi

n
d
u
s
t
r
i
a
l

 

t
o
w
n
s

の
三
つ
の
型
に
分
化
し
て
行
っ
た
。
こ
の
分
化
は
自
然
灼
条
件
を
-1
提
と 

し
、
タ
ウ
ン
内
部
の
農
民
層
分
解
を
媒
介
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
丘
陵
地
や
低
她
.タ
ウ
ン
が
ら
排
出
さ
れ
た
農
^

層
の
多
く
は
、
低 

地
タ
ウ
ン
又
は

H

業
タ
ウ
ン
に
労
働
力
と
し
て
吸
収
さ
れ
、

一
部
は
悪
に
移
民
と
し
て
證
し
た
。H

業
に
お
け
る
資
本
主
義Q

発
展
は
こ
う 

し
た
土
地
制
度
の
変
革
の
上
に
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
以
下
に
ぉ
ぃ
て
1

务
に
ぉ
け
る
資
本
主
義
の
発
展
の
ぁ
り
方
を
と
り
ぁ
げ
.て
み
よ

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
.イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
後
進
的
地
位
に
あ
っ
た
。
こ
の
後
進
性
の
克
服
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
さ
る
べ
き
で

あ

ろ

う

.0

a

植
民
地
時
代
の
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
、
.イ
ギ
リ
ス
本
国
の
重
望
義
体
系
と
補
完
的
関
係
に
立
つ
工
業
で
は
な
く
、
本
国
産

業

資

本

と

根 

本
的
に
対
立
競
争
す
る
植
民
地
生
産
力
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
ど
の
程
度
発
展
し
て
い
た
か
。
又
そ
の
発
展
の
た
め
に
ど
の
震

の

「

営

業

ほ

7 
メ

リ

ヵ

議

資

本

は

ま

た

翁

で

あ
っ
た
か
ら
、
国
内
に
お
け
る
_

的
_

の
対
立
を
根
本
的
S

服

粜

な

か

っ
た

し

、

政

治

的
 

独
立
は
直
ち
に
経
済
的
独
立
を
豪
し
て
も
い
な
か
っ
：た
。
，.
一.九
世
紀
に
な
.っ
て

も

嘉

プ

ラ
ゾ
タ
丨
と
'中

.
北
部
商
業
資
本
と
の
自
由
貿 

• 

%
r

r
,

ふ
ブ
で
齡
は
第
二
次
英
米
戦
争
後
か
ら
一
八

.ニ
〇
年
頃
ま
で
イ
ギ
リ
ス
商
品
の
洪
水
に
惡

戦

苦

闘

し

た

し

.、

毛

織

物

攀

鉄

工
 

P

ク
の
■

盤

し

連

議

会

に

.保
護
政
策
を
鑛
し
て
い
た
。、
し
か
し
.、
独
立
と
中
央
政
府
の
成
立
は
、
国
内
の
経
済
的
力
関
係
が
変 

化
す
れ
ば
、
讓

資

本

が

自

己

の

豪

で

己

が

欲

す

る

保

證

義
i

産
興
業
政
策
な
ど
を
採
り
得
る
と
い
う
意
来
で
、
大
き
な
意
義
f

.

.

っ
た
。
 

;

 ̂

7
メ
"
力
I

達
し
た
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
を
中
心
と
す
る
再
生
塵
の
中
に
く
み
込
ま
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
離
脱
し
つ
つ
自
ら 

.

を
資
本
主
義
化
す
る
た
め
に
は
、
基
I

業
部
門
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
の
技
術
的
薫
を
產

に
埋

め

る

必

要

が

.
あ
っ
た
。
そ

の

こ

. 

め
I

第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
先
進
的
技
術
を
導
入
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
改
良
展
開
せ
し
め
る
よ
う
.な
技
術
的
条
件
、
す
な
わ
ち
機
械
製
造 

の
素
制
的
藤

.(

鉄
、
石
炭
な
ど)

.を
有
し
、
.機
«
を

製

造

し

麗

し

、
繁

，
開
発
す
る
能
力
、
第
二
に
、.
先
進
技
術
を
経
営
的
に
證
す 

.
:

る
f

が
必
要
で
あ
る
。-
在

来

技

術

に

比

し

，て

先

進

技

術

の

要

求

す

る

多

額

I

金
の
社
会
的
蓄
積
と
'こ
れ
を
資
本
化
す
る
た
め
の
。ハ
丨

ト

.

ナ
I
シ
I

•

.株
式

会

社

制

案

_
Q管
理
1

、
.第
置

そ

こ

で

.働
く

労

勞

、
證

吴

書

生

産

物

を

購

入

す

る

に

足

る

国

内

市

場

、

“
こ
I

I

の
よ
う
な
形
で
誰
の
手
に
去
て
準
備
さ
れ
て
い
た
か
、.

I

に.
こ
れ
ら
の
先
進
国
か
ら
'
?

ン.
パ
ク
ト
を
う
.け
た
基
幹
産
業 

盖

来

產

業

と

藤
.
係
が
問
題
；と
I

2

f

ゾ
f

し
I

進
性
を
克
服
す
る
S

っ
て
、
.そ
の
主
導
権
が
先
行
す
る
社
会
の
ど
の

罾

比
較
経
済
史
学
と
ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義

1

九 

G
C
1
S



; 

ニ
〇

(

六1

六)

に
'あ
.
.っ.た
■力
.
.と
.
い

う

点

に

_
つ
.い
て
、
.以
下
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

植
民
地
時
代
の
ア
メ
リ
力
で
は
ギ
ル
ド
的
X
業
規
制
は
い
ち
早
く
消
滅
し
て
、
都
市
お
よ
び
農
村
で
は

「

営

業

の

自
由」

が
享
受
さ
れ
た
。
.し 

丨
か
し
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
政
策
は
本
国
の
利
益
と
対
立
す
る
よ
う
な
工
業
を
抑
圧
し
J
本
国
と
補
完
関
係
に
立
：つ
工
業
の
み
を
認
め
奨
励
し
た
0
 

「

毛
織
物
条
令」

，や「
鉄
条
令」

.は
こ
う
し
た
工
業
規
制
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
海
港
周
辺
で
は
加
工
工
業l

i
e
k
:
(

造

繼

•
製
材
業•

船
船
用
品 

製
造
業
.
精
糖
業
：•
釀
造
業
な
ど)

、が
沿
岸
貿
易•

漁
業
と
結
び
付
い
て
繁
栄
し
た
が
、
.独
立
を
経
て
一
九
世
紀
に
入
る
と
次
第
に
衰
微
し
て
行
っ 

た
。
独
立
後
に
は
没
落
す
る
ト
ラ
フ
ィ
I
ク
に
代
っ
てo

k
t
i
l
i
k

と
結
び
つ
く
綿
業
が
あ
ら
た
に
勃
興
し
た
0
こ
の
綿
業
に
お
け
る
工
場
制
の
茨 

立
に
■つ
い
て
、
ア
メ
リ
ヵ
経
済
史
学
界
に
異
っ
た
二
つ
の
理
解
が
あ
る
。
 

，

.，

.： 

"
 

： 

‘

㈠

ア
メ
リ
ヵ
綿
業
に
お
け
る
工
場
制
度
の
起
源
は
、.一

七
九
〇
年
.プ
：
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
商
入
ア
ル
ミ
ー
お
よ
び
ブ
ラ
ゥ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
の
ア
ー 

ク
ラ
イ
ト
エ
場
の
紛
績
エ
サ
ム
ェ
ル
.
ス
レ
イ
タ
丨
と
提
携
し
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ン
河
'畔
ポ
ゥ
タ
ヶ
ッ
ト
に
霞
し
た
水
力
綿
工
場
に
求
め
ら 

れ
る
。
こ

の「

ス
レ
イ
タ
ー
工
場」

は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。
.す
な
わ
ち
、

⑴
.
ス
レ
イ
タ
ー
工
場
は
後
述
す
る

「

ゥ
ォ
ル
；サ
ム
型」
'エ
場
に
比
較
す
る-
と.
小
規
模
で
、..
資

本

金

も

数

万

ド

ル

に

止

ま

っ

，
こ

0 

⑵

紛

績

エ

程

を

中

心

職

場

で

行

な

い

'
.
織

布

工

程

は

問

屋

制

前

貸

下

に

周

辺

の

農

家

の

家

内

生

産

者

に

担

当

さ
せ
た
。

.

,

⑶

家
族
ぐ
る
み
雇
用
制
を
と
り
、
児
童
は
紡
績H

程
に
雇
用
さ
れ
、
.家
族
は
農
場
で
働
く
か
た
わ
ら
、
家
内
生
産
者
と
し
て
織
布
工
程
を
担 

当
し
た
。

—

■

,

3

賃
金
は
工
場
直
営
の
店
#
で
現
物
形
態
で
支
払
わ
れ
た
。
こ
の
現
物
賃
金
制
は
問
屋
制
下
の
家
内
生
産
者
に
も
お
よ
ん
だ
。.
こ

れ

は

、

家 

族
ぐ
る
み
雇
用
制
と
相
俟
っ
て
、H

場
主=

商
人
に
賃
金
を
切
下
げ
、
.
棄
利
潤
を
も
あ
げ
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
。

⑶

極
く
初
期
に
は
、
原
料
と
な
る
棉
花
は
国
内
産
で
は
な
く
、
品
質
の
劣
る
西
印
度
諸
島
産
の
棉
花
が
輸
入
使
用
さ
れ
た
。
こ

れ

は

出

資

者

. 

ぃ
の
商
人
的
利
益
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

以

忐

諸

点

か

ら

「

工
場
制
度
の
父」

ス
レ
イ
タ
丨
の
最
初
の
綿
工
場
は「

非
近
代
的」

I

封
建
制」

的
要
素
を
も
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

プ

、フ'*
>)

か

ら

独

立

し

た

後

の

ス
レ
イ
タ
丨
工
場
お
よ
び
こ
れ
に
つ
づ
く
多
数
の
ニ
ュ
！

イ
ン
グ
ラ
ン
，ド
南
部
の
綿
工
場
は
、

务

条

を

が

ヨ
リ
後
退
し
て
t
る
ガ
類
似
し
た
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
経
済
史
•
経
営
史
学
界
n

y

よ
れ
ば
、

a
 
V
 I-

近
た
的」

なH

場
は
む
し
ろ
ボ
ス
ト
ン
商
業
資
本
に

よ

る「

ゥ
才
ル
サ
ム.
型」

綿
工
場
に
求
め
ら
れ
る
、.
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
こ 

の
点
を
検
討
し
よ
ぅ
。
 

—

一
 
八
0
七
年
の
出
港
停
止
令
お
よ
び
そ
れ
に
つ
づ
く j

八 

一
ニ
年
の
第
一一

次
英
米
戦
争
以
来
、
北
部
商
人
は
.世
界

の

中

立

運

議

者

.
商 

ノ
と
し
て
享
受
し
^
き
た
繁
栄
を
回
復
す
る
望
み
を
ぅ
し
な
っ
た
。
他
方
で
は
、
自
立
後
の
..ス
レ
.イ
タ
I
お
よ
び
こ
れ
に
つ
づ
i
 

r 

•
イ
ン 

ク
ラ
ン
ト
南
部
の
生
産
者
型
綿
工
場
に
ぉ
け
る
動
か
霖

Co
'
成
亦
に
よ
っ
て
、
記

4

^

^

思

^:
$
.

ぎ

だ

？

と
予
想
さ 

れ
た
。
そ
こ
で
仲
継
商
業
の
前
途
に
不
安
を
感
じ
た
.ボ
ス
ト
ン
商
人
ら
は
海
外
貿
易
に
投
じ
て
い

た

.資
本
を
ひ
き
あ
げ
、
そ
の
一
‘

を
綿
業
に
も 

再
投
資
し
た
。

マ
サ
チ
r

セ
ッ
ッ
州
ゥ
オ
ル
サ
ム
に
ま
ず
設
立
さ
れ
た「

ボ
ス
ト
ン
製
造
含」

(

一
八
一
三
年)

は
資
本
金
四

〇
万

ド
ル
、
璧
 

数
約
一
.
七
〇
〇
錘

で

崖

し

技

術

に

関

し

て

は

藤

機

械

工

ポ

-
ル
ム
丨
デ
ィ
丨
に
委
ね
、.，r

最
初
の
実
験
会
社」

と
し
て
華
々
し
い
说
功 

を
収
め
た
。

一
八
一
三
年
ま
で
に
、
.株
主
た
ち
は
出
資
額
以
忐
配
当
金
を
受
け
た
。
こ
の
成
功
に
気
を
よ
く
し
た
ボ
ス
ト
ン
商
人
た
ち
は
一
'

1

三
年
メ
リ

.マ
ッ
ク
河
畔
ロ
-
ゥh

ル
.に
第
二
.の
綿
工
場「

メ
リ
.マ
ッ
ク
製
造
会
社」

.
を

設

立

し

た

。
，設

立

時

の

資

本

金

は

六

〇

万

ド

ル

、

一
八 

四
〇
年

に

鐘

数

三

八

、
〇
〇
〇
錘
、
力
織
機一

、

三
〇
〇
台
に
の
ぼ
っ
た
。
.次
い

で「

チ
コ
ピ
丨
製
造
会
社」

(

.一
八
ニ
三
年)

、

i

ェ
コ
製 

造
会
社」

.(

.一
八
ニ
筆)

、「

ト
丨
ン
ト
ン
製
造
会
社」

(

一
八
二
三
年)

、「

ナ
シ
ュ
ア
製
造
会
社」

(

一
八
二
三
年)

、r 
ロ
ー
ゥ
エ
ル
製
造
会
社」

(一

 

‘

八
1

1

「

ア
ズ
ル
ト
ン
製
造
会
社」

(
一

八
二
八
年)

、

「

ト
レ
モ
ン
ト
製
造
会
社」

.：(

一
八
三
〇
年)

、

「

ア
モ
ス
キ
丨
グ
製
造
会
社」

(

一
八

一一
ニ 

年)

ヨ

ク

^
!
会
社」

(
K

三
一
年)

、「

ロ
.丨
レ
ン
ス
製
造
会
社」

：(

.八
三
：一
年)

、「

力
ボ
ッ
ト
製
造
会
社」

.C

八
三
ニ
.年)

、r

ホ
丨
プ
ゥ
エ 

ル
製
造
会
社」

(
一

入

義

年)

な
ど
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、

尸
I

ゥ
エ
ル
、
-
ロ —

レ
ン
ス
、
.マ
ン
チ
'エ
ス
.ター
丨
、
ト
丨
ン
ト
ン
、
チ
コ
。i

 

比
較
経
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史
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こ

一

。
、
て

丨

.



、
 

ニ
ニ 

(

六
一
八) 

ゥ

ォ

ル

サ

ム

，

ホ
：リ
：ョ
ー
ク
、

サ

.〒

ビ

.ツ
ド

フ

ォ
r
ド

な

ど

は

、
.
ニ

 

r 
•
イ
ン
.グ
ラ
ン
ド
北
部
の
工
業
都
市
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
之 

げ
た
。
.t
八

五

〇

年

に

資

本

金

ニ

五

万

ド
.ル
以
上
の
会
社
四
一
社
の
資
本
金
は
合
計
三
、
四
〇
〇
万
ド
ル
-,
'

(

全
国
綿
業
資
本
の
.約
半
ば)

、
そ
の
®
 

数
は
全
国
三
六
〇
万
錘
中
の
約
ニ
.割
に
及
ん
だ
。
.；こ
の
.よ
う

なr

ボ
ス
ト
ン
製
造
会
社」

に
は
じ
ま
る
一
連
の
綿
工
場
は
通
常「

ゥ
ォ
ル
サ
ム 

型」

と
呼
ば
れ
、
.次
の
.よ
う
な
共
通
の
特
徴
を
有
し
た
。
：

o

当
時
に
し
て
は
数
十
万
ド
ル
か
ら
亩
万
ド
ル
あ
る
い
は
そ
れ
を
こ
え
る

.

巨
額
の
資
本
金
を
も
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
動
カ
織
布
技
術
を
導
\ 

し
、
問
屋
制
外
業
部
を
中
央
職
場
に
吸
収
し
、
.梳
綿
か
ら
紡
績

•
織
布
を
経
て
仕
上
に
い
た
る
諸
.工
程
を
一
工
場
内
で
お
こ
な
う

一
貫
制
大 

工
場
で
、
規
格
化
さ
れ
た
粗
製
品
の
生
産
を
行
な
っ
た
。
 

■

⑵

：
労
働
力
'。「

口
ー
ド
•
ア
イ
ラ
ン
ド
型」

工
場
と
こ
と
な
り
、
労
働
力
の
大
部
分
は
、
近
隣
の
農
民
の
娘
た
ち
か
ら
夜
り
、
こ
れ

を「

寄 

宿
舎」

に
収
容
し
、
未
亡
人
舎
監
に
よ
っ
て
厳
格
な
労
務
管
理
を
行
な
っ
た
。
こ
の
.寄
宿
舎
制
と
未
婚
女
子
労
働
者
の「

ピ

r

リ
タ
ンs

 

.
気
品」

と

「

道
徳
性」

.
と

「

勤
勉
さ」

と
は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
喧
伝
さ
れ
た
。

⑶

ボ
ス
ト
ン
系
綿
業
会
社
の
間
で
は
相
互
に
製
品
の
市
場
協
定
が
行
な
わ
れ
、
生
産
費
に
つ
い
て
の
情
報
の
交
換
も
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
製 

品
の
流
通
も
ボ
ス
ト
ン
•
ア
ソ
シH

イ
ッ
の
中
の
商
人
が
独
占
し
、
第
三
者
の
.介
入
を
許
さ
な
か
っ
た
。

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

に

代
.っ
て
株
式
会
社
制
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
巨
額
の
資
本
を
ボ
ス
ト
ン
商
人
か
ら
調
達
す
る
こ
と
が
で
き 

.

た
。

(5
)

こ
れ
ら
の
商
人
た
ち
は
綿
業
の
み
な
ら
ず
、
道

路•

運

河

.
鉄

道•
銀

行•

保
險
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
投
資
し
て
い
た
。
ま
た
州 

.

お
よ
び
連
邦
議
会
に
も
自
己
の
代
弁
者
を
有
し
て
い
た
。
商

人

•
綿
業
資
本
家
た
る
ネ
ザ
ン
•
ア
プ
ル
ト
ン
や
ア
ボ
ッ
ト
•
ロ
ー
レ
ン
ス
に 

加
え
て
、
か
の
ダ
ニ
エ
ル
•
ゥ
ヱ
ブ
ス
タ
ー
お
よ
び
ニ
コ
ラ
ス
•
ビ
ド
ゥ
ル
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ「

ウ
ォ
ル
サ
ム
型」

綿
工
場
こ
そ
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
演
じ
た
と
い
う
の
が
l

と
な
つ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

独
立
期
お
よ
び
出
港
停
止
令
か
ら
第
二
次
英
米
攀

y
v
た
る
I

は
ア
メ
リ
ヵH

業
に
と
っ
て
好
況
期
で
あ
.っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
つ
づ
く 

時
期
に
は
イ
ギ
リ
ス
商
品
の
洪
水
に
よ
っ
て
幼
弱
な
国
内
綿
業
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
商
品
の
波
.の
及

ば

な

い

か

！
^

十 

に
は
植
民
地
的
代
末
期
以
来
比
較
的
均
衡
の
と
れ
た
社
会
的
分
業
が
見
ら
れ
、.
そ
の
局
地
的
分
業=

市
場
か
ら
地
域
的
分
業
.卩
市
場
へ
の
展
開 

過
程
に
お
l
r -
犋
定
エ
業
の
立
地
点
と
し
て
の
エ
業
村
落
、
工
業
町
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
し
て
研
究
史
上
こ
の
種
の
エ
業
こ
そ
'「

近

代

産

業

篇 

型」
(

ビ
ド
ゥH

ル)

と
さ
れ
、

「

農
業
の
末
裔」

(

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス)

七
し
て
の
X
業
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
も
.の
で
あ
る
0
，
ハ
ミ
ル
ト
ン
は 

レ

み

じ

く

も

力

か

る

工

業

の

発

展

を

と

し

て

い

る

。
こ
の
型
の
工
業
は
次
の
二
つ
の
型
を
も
っ
て 

I

る

第

.一
の
型
.は
生

産
翥
互
間
の

•ハ
I

卜
‘ナ
丨 
'ゾ
ッ
プ
で
あ
る
。

こ
の

。ハ
丨
ト

.•ナ
丨
シ
、ソ
プ
は
織
布

H

 
‘
縮

練H

 
•
锻

冶

屋

な

ど

各

種

手

工 

業

者

の

結

合

形.態
.で
、

し

ぱ

し

ば

父

子.
兄

弟

、

友

人

な

ど

の

人

的

結

合

で

あ

，っ
た

.。

.こ
の

結

合

は

，一
面
で
は
す
ぐ
れ
て
を

S

的
性
格
を
も
っ 

て

し

た

が

他

面

.に
お
て
そ
の
結
合
社
個
人
的
事
情
に

.よ

.

っ
.て
解
体
さ
れ
ノ
不
安
定
で
.あ

>0

た
。
第
一
一
の
型
は
、
商

人

と

生

産

者

.の
3 1
'
於
か 

連
繫
形
態
で
あ
る
。
こ
の
場
合
生
産
過
程
は
‘生
産
者
に
依
存
し
、
商
人
は
多
く
の
場
合
流
動
資
本
を
提
供
し
、
■経
理

，
流
通
面
を
妇
ー
当
し
ヒ
が
、
 

商
人
の
占
め
る
比
重
は
ボ
ス
ト
ン
塵
資

.本
和
よ
り
設
立
さ
れ
.た

「

ゥ
ォ
ル
サ
ム
型」

讓

に

.比
し
て
低
か
.っ
た
。
問
屋
制
外
業
部
は|

八
.ニ
〇 

年y

に
は
^s

工
場
产
に
吸
収
さ
れ
.
全
生
産
工
程
が
一
工
場
内
で
行
な
わ
れ
る
よ
ぅ
に
な
っ
た
。
以
上
の
一一形
態
は
一
括
し
て
^'
於
^ '
き
务
务
と 

よ
ぶ
こ
と
が
出
来
よ
ぅ
。
こ
.の
種
の
生
産
者
型
綿
業
は
研
究
史
上「

ロー

ド

•.•
ア
イ
ラ
ン
ド
型」

と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、.
ロ

I

ド
.

•
ア

f

ラ
ン
ド 

■の
み
な
ら
ず
、
.
，コ

ネ

テ

ィ

ヵ

ッ

ト

東

部

お

よ

び

、マ
サ

チ
.，ュ
ー
セ
ッ
ッ
南
部—

こ
れ
ら
の
地
域
は
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
周
辺
半
径
約
三
〇
哩
以
内
に 

包
含
さ
れ
る
I

に
ひ
ろ
く

見
出
.さ
れ
た
。..と
れ
ら
の
綿
業
は
大
水
利
地
に
固
執
す
，る
こ
と
な
く
、
投
機
的
性
格
が
乏
し
か
っ
た
た
.め
、
い
ち
早 

く

力

繼

と

菱

機

関

を

導

入

し

.て

.、
や
が
て
ボ
ス
ト
ン
綿

.業
を
凌
駕
し
て
行
？
た
。
従
っ
て
、
自
立
後
の
：ス
レ
イ
タ
丨
は
、
4
jJt
'
^'
ii
'秦
务
か 

原
型
と
い
う
意
味
で
、「

工
場
制
度
'の
父」

.と
よ
ぶ
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
.

：

.

•

:

比
較
経
济
i

学
と
ア
メ
リ
.
力資
本
主
義 

二

三

(

N

一
- L
Z

削

^

—
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-̂_

_

.

.

..

.

...
丨
r 

?

.丨■-;



„ 

'•.ニ 

ぃ
.

.

ニ

四

(

六
ニ
〇

)

こ
れ
に
対
し
て「

.
ボ
，ス
ト

.

ン
製
造
会
社」

に
つ
づ
べ
.一
連
の
.綿
業
会
社
に
あ
っ
て
は
、
，̂'
L

利
#'

が
優
越
し
て
い
た
。
ま
ず
、
綿
業
会

社

は
 

.

r
成
会
社」

.

.で

#

.
業
以
外
に
機
械
製
造
業
と
不
0

産
'.

建
^

業
を
含
ん
，で
.い
.
た

.°

第
二
に
、
生
産
物
の
相
互
競
争
を
避
オ
る
ヒ
め
の
生
産
協 

定
、
.
卸
売
独
占
、
原
料
.
.
•■市

場
に
.関
す
る
情
報
の
交
換
、
同
族
支
配
を
行
な
っ
太
。
第
三
に
、
商
人
出
資
者
は
工
場
所
在
地
に
居
住
す
る
こ
と
を
. 

嫌
っ
て
壮
麗
な
ボ
ス
ト
ン
の
邸
宅
に
住
み
、
雲
は
現
地
代
理
人
に
ま
か
せ
、
配
当
だ
け
に
関
心
を
も
っ
，た
0
技
術
革
新
を
無
視
し
た
高
率
配
当 

が
興
生
産
の
.外
部
で
不
生
産
的
•
.投
機
的
に
消
費
さ
れ
た
.
の
で
、：
生
産
者
型
綿
喋
に
や
が
て
敗
退
し
て
行
.く
こ
.
と
と
な
っ
た
。
衢
ら
の
技
術
的
革 

.

,

へ_
.の
.
氣
调
心
は
や
が
て
当
初
の
技
#*
|̂

優
位
を
失
わ
せ
.
他
の
技
術
革
新
を
購
入
し
た
り
使
用
料
を
.支
払
.っ
て
製
造
す
る
地
位
に
ま
で
後
退
■せ 

し
め
た
。
.
第
四
に
、
現
地
の
代
理
人
や
監
督
は
生
産
お
よ
、び
経
営
の
実
権
を
握
っ
て
い
允
が
、
次
第
に
出
資
額
の
面
で
も
大
き
な
比
重
を
占
め
る 

に
至
^

数
次
の
恐
慌
を
契

a

と

し

て

綿

業

会

社

の

実

権

：を

掌

握

す

•
る
よ
う
に
な
.
っ
.
た
。
こ
う
し
て
綿
業
会
社
自
♦

は
ひ
き
つ
づ
き
'̂
'̂

し
て 

い
て
も
、
.
そ
.の
内
部
構
成
は
変
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
ィ
ギ
リ
.
ス
.
と
.
の
間
の
生
産
カ
の
落
差
を
利
用
し
‘て

蓄

積

を

_す

る

ボ

ス

ト

ン

中

蟲 

商
業
資
沐
が
没
落
せ
ず
変
質
.%

せ
ず
に
、.
南

部

プ

ラ

.
ン

タ

ー

と

結

合

し

て

ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義
発
展
の
主
導
権
を
に
ぎ
る
よ
う
に
k

っ
た
と
す
れ 

ば

ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義
は
ま
さ
し
く
後
進
国
型
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
.、
歴
史
は
ま
さ
し
く
反
対
に
生
産
者
資
本
が
，仲
継
商
業
資
本
と 

プ
ラ
ン
タ
I

を
圧
伏
し
た
.AJ

と
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
.あ
の
広
大
な
西
部
の
公
有
地
を
誰
が
-!
|
己
の
も
の
と
し
て
把
握
し
.た
か
。
南
部
プ
ラ
ン
タ
ー
か
、
中
•
.北
部
商
業
資
本
か
、
北
部
の 

_

由
農
民
と
産
業
資
本
か
。
西
漸
31
-

動
に
は
南
部
.プ
ラ
ン
，タ
I

型
と
北
部
自
由
定
住
農
民
型
，
ピ
リ
ゾ

ト
シ
的
表
現
を
.
か
り
れ
ば
、「

プ

ロ
フ

H

ッ 

シ
ョ
ナ
ル

」

と

「

ア
マ
チ
ユ

ア」

、
こ
の
一
一
つ
の
類
型
が
絡
み
あ
い
対
立
し
て
い
て
、
そ
の
い
ず
れ
が
優
越
す
る
か
に
よ
っ
て
西
漸
運
動
の
型
が
き 

ま
る
南
搿
で
は
フ

ラ
ン
タ
I

•
商
人
型
が
農
民
型
を
圧
倒
し
、
中

•
北
部
で
は
土
地
投
機
資
本
が
次
第
に
自
由
定
住
農
民
型
に
よ
っ
て
排
除
圧 

伏
さ
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
1
.ー
つ
の
類
型
は
連
邦
の
内
部
で
も
西
部
の
把
握
を
め
ぐ
0

て
相
対
立
し
た
。
而
し
て
公
有
地
政
策
史
は
、ブ
ラ
ン
タ
I. 

土
地
投
機
資
本
に
有
利
な
政
策
か
ら
定
住
農
民
に
有
利
な
そ
れ
べ
の
移
行
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
北
部
の
産
業
資
^
^
お
よ
び
自
由
農
民
が

プ
ラ
ン
タ
丨

*
土
地
投
機
資
本
を
お
さ
え
て
西
部
を
国
内
市
場
お
よ
び
於
於
加
と
し
て
把
握
し
た
こ
と
を
'意
味
す
る
。

い
ま
や
北
部
産
業
資
本 

n

西
部
農
業
と
い
う
循
環
が
•成
立
し
、
南
部
は
連
邦
を
離
脱
し
、
武
力
に
訴
え
て
こ
•
.れ
に
最
後
の
抵
抗
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
旧
勢
力
.
 

は
歴
史
の
_

Q
前
に
敗
れ
去
る
運
命
に
あ
っ
た
。
勝
利
を
占
め
た
北
部
産
雲
本
は
奴
隸
制
南
部
を
打
倒
し
、
こ
れ
を
心
i

t
産
業
資
本
か 

ら
切
断
し
て
、
街
己
の
国
内
市
^'
と
を
把
握
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

：

：

ち
卜

6
知

<、ロ
6
も
と
に
.発
展
し 

た
ド
イ
ツ
資
本
主
義
と
は
は
つ
き
り
区
別
さ
れ
、
構
造
的
に
は
フ
ラ
ン

ス
と
と
も
に
、

イ
ギ
リ
ス
と

'同
じ
く
先
進
墨
に
属
す
る
と
見
る
べ
き
で

•
 

あ
ろ
う
。

(

1)

以
下
、
詳
細
な
史
実
に
つ
い
て
は
、
拙

著「

ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義
の
成
立」

を
参
照
。
本
書
に
対
し
て
は
、
鈴
木
圭
介
氏(

一

橋
大
学「

経
済
研
究」

第 

一
七
者
三
号
一
九
六
六
年
七
月)

、
楠
井
敏
朗
氏(

東

京

大

学「

経
済
学
論
集

」

第
三
一
一
卷
第
三
号
、

一
九
六
六
年

 

一
o'
月)

、
宮

野

啓

ニ

氏

(「

社

含
 

済
史
学」

第
三
ニ
卷
證
号
、
一
九
六
六
年
八
月)

に

よ

る

壽

、
お
よ
び
.永
田
啓
恭
•
田
ロ
腸
一
•
小
林
装
裳
治
•
池
本
幸
三
の
四
氏
に
よ
る
合
評

(

竜
M 

大
1

.M
済
学
論
集」

第
六
卷
第
二
号
、一

九
六
六
年
一
〇
月)

が
あ
る
。
.わ
ざ
わ
ざ
書
評
の
労
を
と
ら
れ
た
菌
の
御
好
意
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
生
産
者
.
 

型
綿
業
詞
商
人
型
綿
業
、
ト
ラ
フ
ィ
|
ク
的
.-
遠
_
齓
質
易
対
局
地
的
.
地
域
的
市
場
圏
、
こ
の
ニ
つ
の
型
.
市
場
圈
の
交
替
に
つ
い
て
は
、
拙

稿

「

一

t
世
 

紀
初
頭a

丨
ド
.
ア
イ
ラ
ン
.ド
の
社
会
的
分
業
卩
市
場
構
造」

(

一
橋
大
学「

経
済
研
究」

第
一
七
巻
第
一
号
、

一
九
六
六
年
一
月
べr

一
九
世
紀
前
半
-
ユ
 

.

!
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
社
会
的
分
業=

市
場
構
造」

( 「

社
会
経
済
史
学

」

第

三

ニ

卷

證

号' 
一
九
六
六
年
八
月)

に
お
い
H

r

り
b

f
。
 

康
軍
命
の
段
階
規
定
の
問
題
は
も
う
一
つ
の
基
幹
産
業
た
る
鉄H

業
の
分
析
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。〈

ミ
ル
ト
ン
政
策
の
評
面
の
問
題
ま
、
新

し
い
ハ
ミ
ル
ト
ン
全
集
の
完
結
を
ま
っ
て
そ
の
全
理
論
構
造
が
分
析
さ
れ
る
ま
で
保
留
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

•  

...

本
稿
は一

九
六
六
年
一
〇
月
二
七
日「

比
較
経
済
史
学
の
課
題」

と
題
し
て
お
こ
な
つ
た
教
授
就
任
講
演
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

比
較
経
済
史
学
と7
メ
リ
力
資
本
主
義
 

ニ

五

(

く

，
ニ

)

:
 

• 

、
-


